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№１ 事業名 市制 20 周年記念事業 
2025 

年度 

予算額 

11,367 千円 

新規 

拡大 

継続 

 

１ 事業目的（趣旨） 

2025 年４月１日に新市制 20 周年を迎えるにあたり、これまでの歩みを振り返り、ま

ちづくりを共に進めてくださった市民や団体等の活動に改めて感謝するとともに、これ

までの取組みを未来につなぎ、まちへの愛着や誇りを醸成する機会とする。 

 

２ 2025 年度予算 

⑴ 予算額 

  11,367 千円 

 

⑵ 事業内容 

ア 記念式典 

(ｱ) 開催日：11 月 16 日（日） 午後 

(ｲ) 場 所：豊岡市民会館 

(ｳ) 参加者：招待者、参加応募者 約 800 名 

(ｴ) 内 容：市政功労者特別表彰、記念講演等 

イ 市民活動応援事業 

    豊岡の未来につながる新たなチャレンジやまちの魅力を磨き上げる市民の活動を 

後押しする補助金を交付する。 

   (ｱ) 補助対象：市内で活動する団体（営利団体を除く） 

(ｲ) 補助金 ：上限 200 千円×20 団体 

(ｳ) 補助率 ：対象経費の 10/10 

  ウ 市ロゴマーク制作 

    豊岡市への愛着や誇り、対外的な市のイメージ向上につなげるため、本市の魅力 

を凝縮した市ロゴマークを一般公募により制作する。 

  エ 市立施設の市民無料開放デー 

    市民への感謝及び施設の魅力や機能を再発見していただく機会とするため、市立

施設を無料開放する期間を設ける。 

    対象施設：施設の管理運営上、実施可能な施設 

  オ ノーマイカーデーの拡充 

    路線バス等を利用して市内を回遊することで、市民が改めて豊岡のすばらしさや

魅力を再発見する機会を創出する。 

    ７月～12 月 月４回 ※７月 19 日～８月 31 日：土日祝日も対象 

  カ モニュメント制作 

    「ＴＯＹＯＯＫＡ２０」の立体文字の可動式モニュメントを制作し、市内の各種 

イベントにおいて展示・活用し、機運を醸成する。 

 

⑶ 事業期間 

   2025 年度 
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⑷ 事業主体 

   豊岡市 

 

担当課名 ・記念式典 …【秘書広報課】(内線 2061) 

 ・市民活動応援事業、市ロゴマーク制作、

市立施設の市民無料開放デー、モニュ

メント制作 

…【経営企画課】(内線 2081) 

 ・ノーマイカーデーの拡充 …【都市整備課】(内線 2481) 

 

施策体系番号 6-2-1-1 
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№２ 事業名 大阪・関西万博への出展 
2025 

年度 

予算額 

1,264 千円 

新規 

拡大 

継続 

 

１ 事業目的（趣旨） 

  2025 大阪・関西万博において、豊岡（但馬）の魅力あふれる観光資源や地域遺産を世

界へ発信し、豊岡（但馬）への誘客とリピーターの獲得、インバウンドの取り込み等を

図る。 

 

２ 2025 年度の事業内容 

⑴ 内  容 

  ア 「ひょうご EXPO41 -HYOGO REGIONAL DAY-」への但馬５市町共同出展 

    但馬出身の落語家・笑福亭鶴笑さん（朝来市観光大使）による動画を交えた但馬の名

所や名産品等をネタにしたオリジナルの「但馬ＰＲパペット落語」を披露する。 

   (ｱ) 期 間  ９月 30 日（火）～10 月４日（土）（５日間） 

   (ｲ) 場 所  関西パビリオン兵庫県ゾーン 

   (ｳ) 内 容  ・メインホール：落語公演【１公演約１時間（午前１回・午後２回）】 

          ・コリドー（回廊）：市町ＰＲ動画の放映、ポスター展示等 

   (ｴ) 予算額  658 千円（旅費 58 千円＋委託料 600 千円） 

※全体委託料 3,000 千円を５市町で按分 

 

  イ 兵庫・新潟連携による情報発信 

    トキの野生復帰や環境保全型農業に取り組む新潟県及び佐渡市と連携して、豊岡

市の環境創造型農業やコウノトリ野生復帰の取組みに関する展示等を行う。 

   (ｱ) 期 間  ９月 24 日（水）～26 日（金）（３日間） 

          【兵庫フレンドシップウィーク】 

   (ｲ) 場 所  関西パビリオン多目的エリア 

   (ｳ) 内 容  環境創造型農業・コウノトリ野生復帰の取組みの展示 

   (ｴ) 予算額  606 千円 

          ・環境創造型農業 430 千円 ・コウノトリ野生復帰 176 千円 

 

⑵ 事業期間 

   2025 年度 

 

 

 

⑶ 事業主体 

   豊岡市 

   ※アは但馬５市町共同 

 

担当課名 ・但馬５市町共同出展 …【経営企画課】(内線 2081) 

 ・兵庫・新潟連携（環境創造型農業） …【農林水産課】(内線 2361) 

 ・兵庫・新潟連携（コウノトリ野生復帰） …【コウノトリ共生課】(内線 2341)  

施策体系番号 3-1-1-2 
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長寿命化工事実施後の総合体育館 

№３ 事業名 
公共施設マネジメントの 

推進 

2025 

年度 

予算額 

10,362 千円 

新規 

拡大 

継続 

 

１ 事業目的（趣旨） 

  市が保有する公共施設について、人口減少や将来世代の財政負担を考慮したうえで、

最適な施設サービスを提供するため、施設の統廃合や機能の複合化等を検討し、公共施

設の総量縮減を目指すと共に、持続可能な行財政運営に寄与する。 

 

２ 全体の事業内容 

⑴ 内  容 

ア 公共施設再編計画の改訂および進捗管理 

イ 総合管理計画の改訂および個別施設計画の策定支援 

ウ 公共施設マネジメントシステムの維持管理      ほか 

 

⑵ 事業期間 

2014 年度～ 

 

⑶ 事業主体 

豊岡市 

 

３ 2025 年度予算 

⑴ 予算額 

10,362 千円 

 

⑵ 事業内容 

ア 公共施設再編計画改訂業務 9,988 千円 

  個別施設の方向性を明らかにすることを目的として、豊岡市公共施設再編計画を

2016 年度に策定し、10 年間を第１期計画の期間として設定した。2025 年度が最終

年度であり、2026 年度から始まる第２期（2026 年度～2035 年度）の計画を策定す

る。 

  イ 事務費（消耗品費、通信運搬費） 374 千円 

 

４ 2023 年度末までの縮減状況 

  施設数で約 60 施設、延床面積で約 1.4 万㎡ 

  （第１期再編計画策定時 総施設数：574 総延床面積：約 48.7 万㎡） 

 

 

 

 

 

 

 

担当課名【資産活用課】（内線 2091） 

施策体系番号 6-3-2-1 
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№４ 事業名 
震災復興 100 年事業※重複有り 

（北但大震災 100 年メモリアル） 

2025 

年度 

予算額 

7,000 
(重複有り) 

千円 

新規 

拡大 

継続 

 

１ 事業目的（趣旨） 

北但大震災から 100 年となる 2025 年を、震災の記憶を風化させることなく、後世に

伝えていくため、震災の歴史や復興の歩みを「まちの記憶」として改めて振り返る機

会を設け、新しいまちづくりの契機とするとともに、防災・減災対策に活かす。 

 

２ 全体の事業内容 

⑴ 内  容 

「北但大震災 100 年メモリアル」として、県、市、市民が共働して、これまでの

100 年を振り返り、これからのまちづくり、地域活性化や防災意識の向上に繫がる

取組みを実施する。 

 

⑵ 事業期間 

   2025 年５月～秋ごろ 

 

⑶ 事業主体 

兵庫県、豊岡市（危機管理課・環境経済課・城崎地域振興課）、北但大震災復興

100 年記念プロジェクト実行委員会、駅通商店街振興組合、宵田商店街振興組合 

 

３ 2025 年度予算 

⑴ 予算額 

   7,000 千円（城崎地域振興課 2,000 千円、環境経済課 5,000 千円） 

 

⑵ 事業内容 

   ア 北但大震災復興 100 年記念シンポジウム（豊岡市街地） 5/24 開催 

   イ 北但大震災復興 100 年記念シンポジウム（城崎温泉街） 5/23 開催(重複№32) 

   ウ 防災授業（港中学校）                5/23 開催 

   エ 復興建築群スタンプラリー（豊岡駅前・大開通・元町通）5/24 開催(県事業) 

オ 商店街周遊事業（豊岡市街地）            5/24 開催 

   カ 防災展示・アーカイブ映像上映（豊岡稽古堂）     ５月予定(県市連携) 

   キ 防災施策 PR(耐震施策 PR､VR防災映像体験､備蓄推進など) 5/24開催(県市連携) 

   ク デジタル記念冊子の作成               秋頃予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当課名【危機管理課】（内線 2191） 

施策体系番号 1-1-1-3 

豊岡市街地の大火災 
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№５ 事業名 国勢調査の実施 
2025 

年度 

予算額 

41,958 千円 

新規 

拡大 

継続 

 

１ 事業目的（趣旨） 

国内の人口及び世帯の実態を把握し、各種行政施策その他の基礎資料を得ることを目

的として、総務省が統計法に基づいて５年に１度実施する基幹統計調査であり（前回実

施：2020 年）、市が県を通じて委託を受け実施する。 

 

２ 全体の事業内容 

⑴ 内  容 

市内全世帯を対象とした国勢調査の実施 

 

⑵ 事業期間 

   2024 年度～2025 年度 

 

⑶ 事業主体 

   豊岡市 

 

⑷ 全体事業費（補助率・負担率等） 

   42,356 千円（県支出金 100％） 

【内訳】2024 年度 調査区設定 

   398 千円（見込） 

2025 年度 本調査 

   41,958 千円 

３ 2025 年度予算 

⑴ 予算額 

   41,958 千円 

 

⑵ 事業内容 

   本調査の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当課名【総務課】（内線 2122） 

施策体系番号 7-0-0-0 
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№６ 事業名 
中竹野地区コミュニティセ

ンターの再整備 

2025 

年度 

予算額 

199,081 千円 

新規 

拡大 

継続 

 

１ 事業目的（趣旨） 

  地域づくり活動や地域の課題解決への取組みを実践する地域コミュニティ組織の活動

拠点であり、貸館業務を行っているコミュニティセンターについて、豊岡市コミュニテ

ィセンター個別施設計画に基づき、施設の再整備を行う。 

 

２ 全体の事業内容 

⑴  内  容 

中竹野地区コミュニティセンター（1977 年建築）は老朽化により大規模な長寿命化

改修が必要な状態である。 

2024 年度に旧中竹野小学校を解体し、その跡地に、中竹野地区コミュニティセンタ

ーを新築し、併せて中竹野ふるさと館のミーティングルームをコミュニティセンター

として利活用する改修工事を行う。 

中竹野地区コミュニティセンターは、第２次豊岡市地球温暖化対策実行計画≪事務

事業編≫で示す温室効果ガスの排出削減・抑制を積極的に推進するため、市内公共施

設で初となる Nearly ZEB 仕様*とする。 

* Nearly ZEB 仕様…快適な室内環境を実現しながら、消費する年間の一次エネルギーの収支

が①省エネで 50％以上の削減、②省エネと創エネで 75％以上 100％未満の削減、に適合し

た建築物。 

 

⑵ 事業期間 

2024 年度～2025 年度 

 

⑶  事業主体 

豊岡市 

 

⑷  全体事業費（補助率・負担率等） 

332,456 千円 

 

３ 2025 年度予算 

⑴ 予算額 

199,081 千円（過疎対策事業債 100％） 

ア 監理業務 7,554 千円 

イ 工事費 190,395 千円 

(ｱ) 新築（外構含む） 185,665 千円 

(ｲ) 改修 4,730 千円 

ウ 雑費 1,132 千円 

 

⑵ 事業内容 

ア 建築工事 

(ｱ) 新築：木造平屋建て（Nearly ZEB 仕様） 
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(ｲ) 改修：中竹野ふるさと館ミーティングルーム 

イ 設備工事 

(ｱ) 新築：空調、換気設備、照明、トイレ、太陽光発電システム 

(ｲ) 改修：空調、換気設備、照明 LED 化 

ウ その他工事 

警備機器の設置、WiFi 機器移設、インターネット引込み、電話移転ほか 

 

４ その他参考事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当課名【地域づくり課】（内線 2781） 

施策体系番号 5-2-1-3 

旧中竹野小学校

（解体工事中） 

中竹野地区コミュニティセンター

新築予定場所 

現中竹野地区コミュニティセンター 

中竹野ふるさと館 

ミーティングルーム 
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№７ 事業名 旧清掃センターの解体・撤去 
2025 

年度 

予算額 

176,526 千円 

新規 

拡大 

継続 

 

１ 事業目的（趣旨） 

  北近畿豊岡自動車道（豊岡道路Ⅱ期）整備事業に伴い、旧豊岡清掃センターを解体・撤去 

 する。 

 

２ 全体の事業内容 

⑴ 内  容 

  旧豊岡清掃センターの解体・撤去 

    2022 年度    土壌等調査業務 

    2023～2024 年度 解体工事検討業務 

基本設計及びＰＣＢ調査業務 

    2025～2027 年度 解体撤去工事、施工監理業務 

 

⑵ 事業期間 

   2022 年度～2027 年度 

 

⑶ 事業主体 

   豊岡市 

 

⑷ 全体事業費（補助率・負担率等） 

   1,987,647 千円（国補償費有り） 

 

３ 2025 年度予算 

⑴ 予算額 

   176,526 千円 

    

⑵ 事業内容 

   ア 解体撤去工事 174,000 千円 

   イ 施工監理業務  2,526 千円 

 

４ その他 

  解体・撤去後の跡地は、約６割が北近畿豊岡自動車道の用地となる。残りの活用方法

は未定。 

 

 

 

 

 

 

 

担当課名【生活環境課】（内線 2281） 

施策体系番号 2-2-1-1 

旧豊岡清掃センター 
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№８ 事業名 
子どもの医療費助成制度の

拡充 

2025 

年度 

予算額 

220,737 
（追加扶助費

21,740） 

千円 

新規 

拡大 

継続 

 

１ 事業目的（趣旨） 

  子どもの医療費について、児童の外来療養に対する助成額を拡充するとともに、新た

に高校生等の入院療養に対する助成を行う。 

 

２ 全体の事業内容 

⑴ 内  容 

  ア 児童（小学４年生から中学３年生まで）の外来受診について、医療費自己負担額

を無償とする対象世帯の範囲を拡大する。（非課税世帯のみから市民税所得割額 120

千円未満の世帯へ） 

  イ 児童の外来受診について、市民税所得割額が 120千円以上 235千円未満の世帯は、

１か月１医療機関につき負担限度額を 300 円とする。（対象者について負担限度額

月額 1,600 円を 300 円に） 

  ウ 高校生等の入院療養に対する助成を新たに設ける。 

 

 【現行】 

 
 自己負担額の外来・自己負担額は、2026 年６月末までの特例措置。 

 

【拡充後】 

 
 

⑵ 事業期間 

   2025 年７月１日～ 

 

⑶ 事業主体 

   豊岡市 

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３

無し

入院 自己負担額

年齢・学年

（非課税世帯）
０円

０円 助成なし

所得制限 無し（2026年６月末まで）

自
己
負
担
額

外来 自己負担額 ０円

（非課税世帯以外）
２割負担・上限１，６００円

助成なし

市町村民税所得割額23．5万円未満

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３

無し

入院 自己負担額

無し（2026年６月末まで） 市町村民税所得割額２３．５万円未満

０円

年齢・学年

０円

所得制限

自
己
負
担
額

外来 自己負担額 ０円

（市町村民税所得割額１２万円以上）

上限３００円

助成なし

（市町村民税所得割額１２万円未満）

０円
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３ 2025 年度事業予算 

⑴ 予算額 

  ア 乳幼児等医療費助成事業（０歳児～小３）全体  151,627 千円 

                   （うち扶助費  140,433 千円） 

    〔制度見直しに係る増減額〕 

     ・制度改正に係るシステム改修分        6,000 千円 

  イ こども医療費助成事業（小４～高３）全体     69,110 千円 

                 （うち扶助費     66,620 千円） 

    〔制度見直しに係る増減額〕 

     ・助成拡充による扶助費（市単独助成）     21,740 千円 

 

⑵ 事業内容（再掲） 

 受診に係る一部負担金（2025 年 7 月 1 日～） 

対象者 自己負担 

対象年齢 所得制限 外来 入院 

０歳 なし 無償 

無償 

１歳～小３ なし 無償 

小４～中３ 
あり（※） 

保護者の市民税所得割額の合計が 12 万円未満の世帯 

無償 

上記以外の世帯 

定率２割、負担限度額月額 300 円（１医療機

関、１薬局ごと） 

高校生等 医療保険３割（助成なし） 

※ 保護者（父・母）または扶養義務者の市民税所得割額の合計が 23 万 5 千円未満であること。 

 

 

担当課名【国保・年金課】（内線 2274） 

施策体系番号 1-2-7-2 
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№９ 事業名 補聴器の購入補助 
2025 

年度 

予算額 

4,500 千円 

新規 

拡大 

継続 

 

１ 事業目的（趣旨） 

聴力機能の低下により他者とのコミュニケーションが難しくなると、閉じこもりがち

になり、うつ、認知症のリスクが大きくなることが実証されている。聴力低下に早期に対

応することで、社会参加を促進し生活の質を向上するとともに、閉じこもりや孤立化、認

知機能低下を防止することを目的に、補聴器購入費用の一部を助成する。 

 

２ 2025 年度予算 

⑴ 内  容 

ア 対象者 

18 歳以上の中等度難聴者 

※高度・重度は身体障害者手帳(補装具)の対象 

イ 助成額 

一人につき 30,000 円を上限(1 回を限度) 

 

⑵ 事業期間 

2025 年度 

 

⑶ 事業主体 

豊岡市 

 

⑷ 予算額 

4,500 千円(福祉基金：100％) 

助成金 4,500 千円（30 千円×150 人） 

    18 歳から 64 歳：50 人 

    65 歳以上   ：100 人 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当課名【高年介護課】（内線 3071） 

施策体系番号 1-2-4-1 
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№10 事業名 
総合健康ゾーン健康増進施設

「ウェルストーク豊岡」の改修 

2025 

年度 

予算額 

289,976 千円 

新規 

拡大 

継続 

 

１ 事業目的（趣旨） 

総合健康ゾーン健康増進施設は、市民の運動習慣の定着や介護予防の取組を実施する

拠点施設として2010（平成22）年４月にオープンした。竣工から15年が経過し、施設の

老朽化や電気・機械設備等の機能劣化がみられる。 

2025年度からの第２期事業をスタートするにあたり、施設に必要な機能の回復・向上

を図る長寿命化のための改修工事を実施し、子どもから高齢者までのすべての市民に愛

され、親しみをもって訪れ、利用される施設とする。 

 

２ 2025 年度予算 

⑴  内  容 

ア 施工監理業務 

イ 機械設備改修工事 

    温水器、給湯循環ポンプ、空調機、ガスヒートポンプ、ろ過設備、加圧ポンプ等

の設備機器更新など 

ウ 電気設備改修工事 

  照明 LED 化、高圧受電設備改修、Wi-Fi 整備、駐車場システム機器更新など 

エ 建築改修工事 

    多目的コート改修、食堂喫茶テラス改修、プール通路床改修、施設屋上防水シー

ト設置、鉄錆塗装、ガラスフィルム貼替など 

 

⑵  事業期間 

2025 年度    

 

⑶  事業主体 

豊岡市 

 

⑷ 予算額（補助率・負担率等） 

289,976 千円 （合併特例事業債 充当率 95％） 

    施工監理業務 9,075 千円   改修工事 280,901 千円 

 

３ その他参考事項 

全館休館する期間を１カ月程度確保し、工事を集中的・効率的に進める。 

2024 年度に事業者を選定。2025 年度から 10 年間を事業契約期間として、施設の運営・

維持管理業務を第１期事業と同じ事業者の豊岡総合健康ゾーン PFI 株式会社に委託する。 

  なお、運営は構成企業であるコナミスポーツ株式会社、維持管理は株式会社合人社計

画研究所が担当する。  

 

 

 

担当課名【健康増進課】（内線 3101） 

施策体系番号 1-2-1-2 
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№11 事業名 豊岡市地域医療計画の策定 
2025 

年度 

予算額 

5,223 千円 

新規 

拡大 

継続 

 

１ 事業目的（趣旨） 

在宅医療（訪問診療）の需要が増大する中、市内の医療を担う人材の減少によって、

今後医療サービスの供給が追い付かなくなることが懸念される。 

  このため、地域医療計画を策定することで、５・10 年後の最適な医療サービスを把握

し、安定的な医療提供体制を構築する。 

 

２ 2025 年度予算 

⑴ 内  容 

  地域医療計画策定  

本市の地域医療の現状分析を行い、５・10 年後に必要となる医療のサービス量を

見込み、今後取り組むべき地域医療計画を策定する。本事業では、広域医療計画で

ある兵庫県保健医療計画と整合性を持たせながら、市内の医療資源の実態と課題を

踏まえ、計画を策定する。 

・医療資源の実態と課題の把握 

・需要（患者）の将来推計 

・需要（患者）に的確に対応できる市立診療所を含めた医療提供体制の確保 

・医療従事者の確保対策 等 

 

⑵ 事業期間 

 2025 年度 

 

⑶ 事業主体 

   豊岡市 

 

⑷ 予算額 

地域医療計画策定（地域医療確立対策事業費）  5,223 千円 

地域医療計画策定委員会の開催         143 千円 

地域医療計画策定業務委託料         5,000 千円 

事務費（費用弁償、消耗品費等）         80 千円 

 

３ その他参考事項（事業内容の詳細等） 

地域医療計画策定スケジュール   

５月   業者決定、第１回策定委員会開催（以降全４回程度開催） 

５～７月 レセプト分析、医療機関へのヒアリング（調査票作成）及び分析 

11 月   地域医療計画素案作成 

１月   パブリックコメント 

３月   地域医療計画策定 

  

 

 

 

 

担当課名【健康増進課】（内線 3101 ） 

施策体系番号 1-2-2-2 
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№12 事業名 
帯状疱疹・新型コロナウイル

スワクチンの予防接種 

2025 

年度 

予算額 

75,463 千円 

新規 

拡大 

継続 

 

１ 事業目的（趣旨） 

帯状疱疹ワクチン及び新型コロナウイルスワクチンについては、発症予防、重症化予

防を目的とし、予防接種法におけるＢ類疾病の定期接種として予防接種を実施する。 

また、帯状疱疹ワクチンについては、定期接種の対象にならない方の内、50 歳以上 60

歳以下の方について、2025 年度に限り県が補助事業を継続することを受け、本市におい

ても県と同じ対象者について任意接種への補助事業を継続する。 

※Ｂ類疾病：個人の発病又はその重症化を防止し、併せてそのまん延予防に資することを

   目的とし、接種の努力義務や市からの接種勧奨はなし。（接種費用の一部を市が負担 

   し、残りは自己負担） 

 

２ 2025 年度の事業内容 

【帯状疱疹ワクチンの定期接種】 

⑴ 概 要 

  ア 定期接種対象者 

①65 歳の方、②60 歳以上 65 歳未満の方であって、ヒト免疫不全ウイルスによる

免疫の機能の障害を有する者として省令で定める方、③65歳を超える方については、

５年間の経過措置として、５歳年齢ごと（70、75、80、85、90、95、100 歳）の方 

※101 歳以上の方については、2025 年度に限り全員を対象とする。 

  イ 接種見込数等 566 人 65 歳と節目年齢人口 5,657 人の 10％ 

※ワクチンごとの接種者は 2024 年度の状況から半々と見込む。 

  ウ 接種場所 原則は市内協力医療機関  

  エ 接種ワクチン 生ワクチン（１回接種）・不活化ワクチン（２回接種） 

オ 標準接種費用等（１回あたりの費用を記載） 

区    分 自己負担 市補助 接種費用 

生ワクチン 2,000円 6,860円 8,860円 

不活化ワクチン 6,000円 16,060円 22,060円 

    ※生活保護世帯のみ無料 

⑵ 事業期間 2025 年４月１日～ 

⑶ 事業主体 豊岡市 

⑷ 予算額  12,115 千円 

  （需要費 46 千円、役務費 569 千円、委託料 11,032 千円、扶助費 468 千円） 

 

【帯状疱疹ワクチンの定期接種以外（任意接種）】 

 ⑴ 概 要 

ア 補助接種対象者 接種日現在で満 50 歳以上 60 歳以下の方 

  イ 接種見込数 580 人 50 歳～60 歳の人口 11,444 人の 5.1％ 

※ワクチンごとの接種者は 2024 年度の状況から半々と見込む。 
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  ウ 接種場所 原則は市内協力医療機関  

  エ 接種ワクチン 定期接種と同じ生ワクチンと不活化ワクチンを使用する。 

  オ 接種費用等（参考） 

※任意接種については、各医療機関が接種費用を設定することになるため、参考とし

て定期接種の標準接種費用を下記に掲げる。なお、市補助額は 2024 年度と同じ。 

区  分 
自己負担 

（参考） 
市補助 県補助 

標準接種費用 

（参考） 

生ワクチン 4,860 円 2,000 円 2,000 円 8,860 円 

不活化ワクチン 
1 回目：12,060 円 8,000 円 2,000 円 22,060 円 

2 回目：12,060 円 10,000 円 0 円 22,060 円 

⑵ 事業期間 2025 年４月１日～2026 年３月 31 日（2025 年度限り） 

⑶ 事業主体 豊岡市 

⑷ 予算額  7,130 千円（県負担 1,160 千円） 

  （需要費 16 千円、役務費 58 千円、委託料 6,816 千円、扶助費 240 千円） 

 

【新型コロナウイルス】 

 ⑴ 概 要 

  ア 対象者や接種時期、接種回数や使用するワクチンなどは 2024 年度と同様 

  イ 接種見込数 4,800 人 65 歳以上人口 27,774 人の 17.3％ 

  ウ 標準接種費用 15,600 円（ワクチン代相当 11,800 円＋手技料 3,800 円） 

自己負担 市補助 接種費用 

4,000 円 11,600 円 15,600 円 

    ※生活保護世帯のみ無料 

    ※国からの補助がなくなることから市の補助金を増額（2024 年度市補助 3,740 円） 

 ⑵ 事業期間 2025 年 10 月１日～（予定） 

 ⑶ 事業主体 豊岡市 

 ⑷ 予算額   56,218 千円 

   （需要費 54 千円、役務費 20 千円、委託料 55,680 千円、扶助費 464 千円） 

        

              

 

担当課名【健康増進課】（内線 3101） 

施策体系番号 1-2-1-2 
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№13 事業名 
公立豊岡病院組合負担金（但

馬救命救急センター拡張等） 

2025 

年度 

予算額 

24,300 千円 

新規 

拡大 

継続 

 

１ 事業目的（趣旨） 

公立豊岡病院組合が計画している豊岡病院整備（但馬救命救急センターの拡張等）に対し、

地方公営企業繰出基準に基づく分賦金の他、構成市が過疎債を発行し、負担金として支出す

る。 

 

２ 経緯 

豊岡病院の整備については、公立豊岡病院組合において 2024 年８月に入札を予定されて

いたが、事業者の辞退により事業期間や整備の内容など、一部計画を見直す必要が生じたと

の報告が市にあった。 

その後、病院組合において、事業者等へのヒアリングや整備内容の見直しが行われ、2025

年度内の着工で事業を実施したいとの報告があったことから、2025 年度に改めて予算化する

こととなった。 

 

３ 見直しの考え方 

 ⑴ 豊岡病院が県立病院の代替機能を担い続けるために必要な整備内容に縮小 

 ⑵ 当初計画(総額 95 億円)の範囲内で整備 

 

４ 豊岡病院整備（但馬救命救急センターの拡張等）に係る概要と変更点 

⑴ 事業概要 

 ア がん診療連携拠点病院としての機能充実 

・放射線治療装置（リニアック）の更新 

 イ 但馬圏域で不足する高度急性期病床の拡充 

  ・新棟に全室個室の ICU を整備 

  ・既設本館を再編整備し集中治療系病室を拡充する 

 ウ 但馬圏域唯一の救命救急センターの機能拡充 

・ハイブリッド手術室やハイブリッド ER（救急救命室）の新規整備 

・ドクターヘリ搬送患者の動線改善 

⑵ 全体計画 

区   分 当初計画 見直し後 

階数・延床面積 ５階建：6,309 ㎡ ３階建：4,090 ㎡（約 35%減築） 

総事業費 
95 億円 

（ﾋｱﾘﾝｸﾞ後試算 122 億円） 
95 億円 

⑶ フロア計画 

階数 当初計画 見直し後 

5F 感染動線・災害指揮室・実習室・電気室他 取り止め 

4F ＯＰ倉庫等・研修、業務、職員用諸室他 取り止め 

3F ＩＣＵ・ハイブリッド手術室 同 左 

2F 救急医局・医局・ＭＥ・リハビリ他 同 左 

1F 救急外来・感染外来・リニアック 救急外来・感染外来・電気室 
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⑷ 事業期間 

  2025 年度～2027 年度 

⑸ 事業主体 

  公立豊岡病院組合 

⑹ 事業費：95 億円 

 ア 建設工事費：80 億円 

 イ 機器整備費：15 億円 

 

５ 豊岡病院整備（但馬救命救急センターの拡張等）に係る豊岡市の全体事業 

⑴ 事業内容 

 ア 地方公営企業繰出基準に基づく分賦金を支出する。 

 イ 整備費用の一部を負担金として支出し、その財源として過疎債を発行する。 

⑵ 事業期間 

  ア 豊岡病院整備に係る分賦金による負担 2026 年度～2056 年度（見込み） 

 イ   〃      過疎債による負担 2025 年度～2027 年度 

⑶ 全体事業費（約 30 年間） 

   事業費計：20.73 億円（見込み） 

  ア 豊岡病院整備に係る分賦金による実質負担額 16.95 億円（見込み） 

  イ   〃        過疎債による負担金  3.78 億円（見込み） 

 

６ 2025 年度予算 

  豊岡病院整備に係る過疎債による負担金： 24,300 千円 

 

 

担当課名【健康増進課】（内線 3101） 

施策体系番号 1-2-2-2 

21



 

№14 事業名 観光地経営のあり方検討 
2025 

年度 

予算額 

9,821 千円 

新規 

拡大 

継続 

 

１ 事業目的（趣旨） 

  本市が選ばれる観光地であり続けるために、今後の観光地経営のあり方を検討し、持

続可能な観光振興による大交流ビジョンの実現につなげる。 

 

２ 全体の事業内容 

⑴ 内  容 

  ア 豊岡市観光地経営のあり方検討委員会の開催、アクションプランの検討・策定 

  イ アクションプランの実行、見直し、評価 

(ｱ) 観光地マネジメント力の強化 

地域観光戦略の策定・運用、豊岡観光イノベーションによる地域観光の運営支

援等 

(ｲ) 観光関連人材の確保と育成 

事業承継・労働力の確保に向けた取組み、観光ガイドの役割強化等 

(ｳ) 分野横断による取組み 

観光の枠を超えた仕組みづくり等 

 (ｴ) 観光地経営のための安定財源の確保と執行 

既存財源の有効活用、新たな観光振興財源の確保に向けた検討等 

 

⑵ 事業期間 

   2023 年度～ 

 

⑶ 事業主体 

   豊岡市 

 

３ 2025 年度予算 

⑴ 予算額 

   9,821 千円 

 

⑵ 事業内容 

   豊岡市観光地経営のあり方検討委員会で示された方向性やアクションプランに基づ

き、新たな観光振興財源の確保に向けた検討を行う。 

  ア 観光振興財源検討ワーキンググループ（仮称）の開催 419 千円 

        アドバイザー謝礼、有識者費用弁償、アドバイザー等協議旅費 

  イ 検討支援業務委託料 9,402 千円 

事務局運営支援、勉強会の開催、意識調査、関係者ヒアリング、会議資料・議事

録・報告書の作成等 

 

 

 

担当課名【観光政策課】（内線 2321） 

施策体系番号 3-1-2-3 
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№15 事業名 
但馬国分寺跡整備基本計画

の策定 

2025 

年度 

予算額 

3,970 千円 

新規 

拡大 

継続 

 

１ 事業目的（趣旨） 

国史跡但馬国分寺跡は、1970 年代の発掘調査により主要伽藍や１辺 160ｍ四方の推定

寺域を持つことが明らかとなっている。1990 年に国史跡の指定を受け、その保存と活用

を図るため土地の公有化を進めており、整備に伴う公有化がおおむね完了している状況

である。 

2023～2024 年度に「但馬国分寺跡保存活用計画」の策定を行っており、2025～2026 年

度に策定予定の「但馬国分寺跡整備基本計画」では、保存活用計画で示された方向性や

方法を踏まえたうえで、各種整備や活用の具体的な方法を示すため、整備基本計画を策

定する。 

   

２ 全体の事業内容 

⑴ 内  容 

専門家、地域代表者からなる「豊岡市史跡整備委員会」において、文化庁、兵庫県

の助言を受けながら計画策定を行う。 

 

⑵ 事業期間 

2025 年度～2026 年度 

 

⑶ 事業主体 

豊岡市 

 

⑷ 全体事業費（補助率・負担率等） 

9,280 千円（国県補助 3/4、市負担 1/4） 

    

３ 2025 年度予算 

⑴ 予算額 

3,970 千円 

 

⑵ 事業内容 

ア 豊岡市史跡整備委員会の開催（２回） 

  イ 発掘調査等の成果を踏まえた計画の策定 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当課名【文化・スポーツ振興課文化財室】（内線 5421） 

史跡但馬国分寺跡 塔跡付近 南東より 

施策体系番号 5-1-2-2 
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№16 事業名 
ボートサミット・全国市町村

交流レガッタの豊岡開催 

2025 

年度 

予算額 

10,000 千円 

新規 

拡大 

継続 

 

１ 事業目的（趣旨） 

全国ボート場所在市町村協議会員として、第 38 回全国ボート場所在市町村協議会首長 

会議（ボートサミット）in 豊岡、及び第 34 回全国市町村交流レガッタ豊岡大会を開催

する。 

 

２ 2025 年度予算 

⑴ 内  容 

  ア 第 38 回全国ボート場所在市町村協議会首長会議（ボートサミット）in 豊岡 

   (ｱ) 日時 2025 年９月 27 日 

  イ 第 34 回全国市町村交流レガッタ豊岡大会 

   (ｱ) 日時 2025 年９月 27～28 日 

   (ｲ) 会場 円山川特設コース及びその周辺 

 

⑵ 事業期間 

   2025 年度 

 

⑶ 事業主体 

   豊岡市、ボートサミット・全国市町村交流レガッタ豊岡大会実行委員会（仮称） 

 

⑷ 予算額（補助率・負担率等） 

   10,000 千円（開催地負担金） 

 

３ その他参考事項（事業内容の詳細等） 

   2023 年開催地 長野県下諏訪町 

   2024 年開催地 鹿児島県薩摩川内市 

※交流レガッタが豊岡市で開催されるのは 2012 年以来３回目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当課名【文化・スポーツ振興課】（内線 2791） 

施策体系番号 5-1-3-2 

薩摩川内大会の様子(2024 年９月) 
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№17 事業名 豊岡市民会館長寿命化調査 
2025 

年度 

予算額 

15,853 千円 

新規 

拡大 

継続 

 

１ 事業目的（趣旨） 

豊岡市民会館を大規模改修（長寿命化・機能向上）することにより、都市機能として

必要な文化会館の維持を図り、もって地域文化の振興及び福祉の増進に寄与することを

目的とする。 

 

２ 事業内容 

⑴ 内  容 

新文化会館の整備について、改めて「文化会館機能をいかにして維持するか」とい

う観点に立ち、さまざまな可能性を比較検討した結果、市としては「豊岡市民会館を

大規模改修（長寿命化・機能向上）し、文化会館機能を維持していく」ことが最適で

あると判断した。 

市議会 2024 年度 12 月定例会における議論の中で、「豊岡市民会館の現況をしっか

りと把握すべき」との意見が多くあったことから、2025 年度は基本設計等に先立ち、

老朽度等の調査を実施する。 

 

⑵ 事業期間 

   2024 年度～ 

 

⑶ 事業主体 

   豊岡市 

 

３ 2025 年度予算 

⑴ 予算額 

   15,853 千円 

 

⑵ 事業内容 

  ア 長寿命化に向けた老朽度等の調査 15,000 千円（債務負担行為設定済） 

  イ その他事務経費 853 千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当課名【新文化会館整備推進室】（内線2776） 

施策体系番号 5-1-2-1 
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№18 事業名 竹野地区ほ場整備事業 
2025 

年度 

予算額 

10,000 千円 

新規 

拡大 

継続 

 

１ 事業目的（趣旨） 

 大正時代の耕地整理後、土地改良事業によるほ場整備が実施されておらず、鵜ノ松井

堰をはじめとした農業用施設（井堰・用排水路・道路）の老朽化も著しい。また農道が

狭小のため、大型機械の乗り入れが困難であり非効率で生産性の低い農地となっている。 

狭小（約 0.1ha)で湿田状態の農地の大区画化及び各農業用施設を整備・更新すること

により、生産性の向上を図り、農業者の所得増大につなげる。 

２ 全体の事業内容 

⑴  内  容 

ア 地形図作成  A=40ha 

 イ 調査設計事業 A=26ha 

 ウ 詳細設計   A=26ha 

エ 県営ほ場整備事業 A=26ha（区画、用排水路、道路、井堰等） 

⑵  事業期間 

2025 年度～ 

⑶  事業主体 

ア・イ：豊岡市 ウ・エ：兵庫県 

⑷  全体事業費 

870,000 千円  ア・イ：国 100％ ウ・エ：国 62.5％、県 27.5％、市 10％ 

３ 2025 年度予算 

⑴  予算額 

10,000 千円 

⑵  事業内容 

地形図作成 A=40ha 

４ その他参考事項 

   

 

担当課名【農林水産課】（内線 2391） 

施策体系番号 3-2-1-2 

狭小区画 

幅員狭小 
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№19 事業名 小坂西部地区基盤整備事業 
2025 

年度 

予算額 

40,000 千円 

新規 

拡大 

継続 

 

１ 事業目的（趣旨） 

 当該地区は、出石川左岸部に位置し、昭和 20 年代および 50 年代の２期にわたり造成

が行われた。水路等の農業用施設は設置後 70 年以上が経過しているものもあり老朽化が

著しく、漏水による水不足に非常に苦慮している。 

老朽化が進む農業用施設を整備・更新することにより、生産性及び収益性が高く、持

続可能な営農への転換を図る。 

２ 全体の事業内容 

⑴  内  容 

ア 調査計画 A=173.3ha 

 イ 詳細設計 A=173.3ha 

ウ 県営基盤整備事業 A=173.3ha（幹線用水路、支線用排水路、その他施設） 

⑵  事業期間 

2025 年度～ 

⑶  事業主体 

ア：豊岡市 イ・ウ：兵庫県 

⑷  全体事業費 

2,240,000 千円  ア：国 100％ イ・ウ：国 55％、県 30％、市 12％、地元 3％ 

３ 2025 年度予算 

⑴  予算額 

40,000 千円 

⑵  事業内容 

調査計画等作成 N=1 式 

４ その他参考事項 

   
 

担当課名【農林水産課】（内線 2391） 

施策体系番号 3-2-1-2 

老朽化が進む幹線用水路 

維持管理が困難な支線排水路 
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№20 事業名 治山事業の実施 
2025 

年度 

予算額 

120,500 千円 

新規 

拡大 

継続 

 

１ 事業目的（趣旨） 

 山地荒廃地における山腹崩壊対策を実施し、山地災害を防止する。 

 

２ 全体の事業内容 

⑴ 内  容 

ア 県単独補助治山事業  山腹崩壊対策工事 

イ 市単独治山事業    山腹崩壊対策工事 

調査測量設計業務 

⑵ 事業期間 

ア 県単独補助治山事業   2025 年度 

イ 市単独治山事業    2022～2025 年度 

⑶ 事業主体 

   豊岡市 

⑷ 全体事業費（補助率・負担率等） 

ア 県単独補助治山事業  24,100 千円 

（治山事業補助 2/3、地元負担金 1％、緊急自然災害防止対策事業債） 

イ 市単独治山事業   267,291 千円 

（地元負担金 1％、緊急自然災害防止対策事業債等） 

 

 

３ 2025 年度予算 

⑴ 予算額 

ア 県単独補助治山事業 

［日高：観音寺区/山腹崩壊対策工事］14,100 千円 

［出石：袴狭区/山腹崩壊対策工事］ 10,000 千円 

イ 市単独治山事業 

［豊岡：小島区/山腹崩壊対策工事］ 70,000 千円 

［城崎：湯島地区/山腹崩壊対策工事］17,000 千円 

［城崎：湯島地区/調査測量設計］   9,400 千円 

⑵ 事業内容 

ア 県単独補助治山事業 

［日高：観音寺区/山腹崩壊対策工事］ もたれ式擁壁、落石防護柵 

［出石：袴狭区/山腹崩壊対策工事］   重力式擁壁、丸太筋工 

イ 市単独治山事業 

［豊岡：小島区/山腹崩壊対策工事］  現場打吹付法枠、連続繊維補強土工 

［城崎：湯島地区/山腹崩壊対策工事］ 鉄筋挿入工、枠内モルタル吹付工 

［城崎：湯島地区/調査測量設計］    斜面対策検討業務 

 

 

担当課名【農林水産課】（内線 2391） 

施策体系番号 1-1-1-1 

2024 年度 市単独治山事業 

2024 年度 県単独補助治山事業 
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№21 事業名 森林環境整備事業 
2025 

年度 

予算額 

78,254 千円 

新規 

拡大 

継続 

 

１ 事業目的（趣旨） 

  豊岡市森林・林業ビジョンの４つの柱『森林整備の推進』『人材の確保と育成』『木

材の利用』『人と森林のつながり』に基づき、森林環境譲与税を活用し、森林整備及び

その促進に関する事業を展開する。 

 

２ 2025 年度予算 

⑴ 主な内容及び予算額 

  ア 但東町坂津及び中筋エリアのモデル森林整備事業 

   (ｱ) 内  容：2022 年度の森林整備計画業務を基に、経済や防災の観点から但東町

坂津の森林整備を行う。また、中筋エリア（加陽、土渕、引野、中郷）

を新たにモデル地区とし、森林多面的機能の増進とコウノトリ等多様

な生きものの生息空間に寄与する整備に向けた森林調査を行う。 

   (ｲ) 事 業 量：坂津ｴﾘｱ森林整備（10ha） 

           中筋ｴﾘｱ森林調査（約 111ha） 

   (ｳ) 事業主体：豊岡市 

   (ｴ) 予 算 額：27,338 千円 

 

  イ 森林環境保全対策事業補助金 

   (ｱ) 内  容：危険木の伐採や小規模な森林整備等に要する費用を支援する。 

   (ｲ) 事業主体：区（自治会）等 

   (ｳ) 予 算 額：12,000 千円（補助率 2/3、上限額 1,300 千円、下限額 200 千円） 

 

  ウ 雪害倒木緊急対策事業補助金 

   (ｱ) 内  容：雪害倒木による停電被害を回避するため、送配電施設周辺の森林整

備に要する費用を支援する。 

   (ｲ) 事業主体：行政区、地域コミュニティ等 

   (ｳ) 予 算 額：10,000 千円（伐採本数×50 千円） 

 

  エ 獣害対策緩衝帯森林整備事業補助金 

   (ｱ) 内  容：里山の適正な管理を促し、頻発する 

          農作物や森林植生等の獣害を軽減する  

ための緩衝帯整備に要する費用を支援 

する。 

   (ｲ) 事業主体：区（自治会）等 

   (ｳ) 予 算 額：14,000 千円 

 

  オ J-クレジット制度の導入に向けた事前準備業務 新規 

   (ｱ) 内  容：市行造林事業（市有林整備）によって創出される CO2 吸収量の 

J-クレジット化を目指す。 

   (ｲ) 事業主体：豊岡市 

林分となった但東町坂津ｴﾘｱのﾓﾃﾞﾙ森林 
森林整備によって見通しの良い明るい 

緩衝帯整備が行われた森林（日高町栗栖野区内） 
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   (ｳ) 予 算 額：3,009 千円（※2025 年度は J-クレジット制度への登録に向けた事

前準備のみ） 

 

  カ 自伐型林業推進事業 

   (ｱ) 内  容：国の地域力創造アドバイザー制度を活用して外部専門家を招聘し、 

自伐型施業者の育成を図る（自伐型林業フォーラム、体験研修の実 

施など）。 

   (ｲ) 事業主体：豊岡市 

   (ｳ) 予 算 額：6,794 千円（特別交付税措置 1,004 千円、森林環境譲与税 5,790 千円） 

 

  キ 人と森林のつながり推進事業 新規 

   (ｱ) 内  容：市内の森林資源を活かして様々な活動を行う多様なステークホルダー 

と連携し、「森林空間を活用した体験活動」や「木育」をテーマにした 

活動を行うことで、豊岡市森林・林業ビジョンに掲げる『人と森林のつ

ながり』を推進する。 

   (ｲ) 事業主体：豊岡市 

   (ｳ) 予 算 額：5,000 千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当課名【農林水産課】（内線 2361） 

施策体系番号 3-1-4-2 

森林空間を活用した体験活動 県産木材を利用した木育玩具 
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№22 事業名 ふるさと応援寄附金の推進 
2025 

年度 

予算額 

750,000 千円 

新規 

拡大 

継続 

 

１ 事業目的（趣旨） 

  ふるさと納税の推進により自主財源の確保を図るとともに、本市のＰＲ及び本市特産

品等の返礼を通じ市内経済活性化へ寄与する。 

 

２ 2025 年度予算 

⑴ 予算額 

   750,000 千円 

⑵ 事業内容 

  ア 寄附申込受付、寄附金受領証明書等の送付 

イ 寄附金の一部を返礼品等の事務的経費に充当し、残額を地域振興基金等に積立 

て、翌年度以降に寄附者の意向に沿った事業に有効活用する。 

ウ 返礼品に係る事業（業務委託） 

エ ふるさと納税のＰＲ（広告掲載等） 

⑶ 寄附額の目標（歳入） 

   15 億円 

 

３ 寄附金実績及び活用予定  

⑴  2024 年度寄附実績（2024 年 12 月末時点） 

  ア 金額及び件数 

    1,568,915 千円 24,545 件 

イ 指定された使途別                   （単位：千円、％） 

使 途 寄附金額 割合 

「小さな世界都市とよおか」の実現を目指すまちづくり 427,422 27.2 

未来を拓く人を育むまちづくり 412,023 26.3 

安全に安心して暮らせるまちづくり 134,761 8.6 

コウノトリをシンボルとした人と自然が共生するまちづくり 212,407 13.5 

持続可能な「力」を高めるまちづくり 88,872 5.7 

人生を楽しみお互いを支え合うまちづくり 63,573 4.0 

深さを持った「演劇のまち」づくり 151,514 9.7 

その他（上記以外のまちづくり施策） 78,343 5.0 

合 計 1,568,915 100.0 
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⑵  2025年度活用予定 

    寄附金は、未来を拓く人を育むまちづくりや地方創生に向けた取組み等に有効活

用する。 

ア 活用予定事業     53事業  800,000千円（充当額） 

イ 主な活用予定事業                       （単位：千円） 

事 業 名 予算額 充当額 

「小さな世界都市」の実現を目指すまちづくり 

 出会い機会創出事業 5,561 4,000 

 市民交流広場及びこども広場 60,383 60,000 

 専門職大学連携推進事業 10,919 5,000 

 海外戦略推進事業 23,863 9,000 

 バスキャッシュレス決済導入支援 18,716 18,000 

 植村直己冒険館 59,024 59,000 

 出石永楽館歌舞伎開催事業 82,627 25,000 

未来を拓く人を育むまちづくり 

 乳幼児・こども医療費助成制度の拡充 220,737 108,000 

 母子保健事業 7,500 7,000 

 （学校給食）賄用需用費 57,304 22,000 

安全に安心して暮らせるまちづくり 

 非常備消防事業 30,250 30,000 

 公立豊岡病院組合負担金 42,706 12,000 

 老人福祉事業 24,675 20,000 

コウノトリをシンボルとした人と自然が共生するまちづくり 

 有機農業産地づくり推進事業 3,400 3,000 

 コウノトリ野生復帰推進事業 12,510 6,000 

 コウノトリ文化館 32,136 32,000 

持続可能な「力」を高めるまちづくり 

 内発型産業育成事業 20,451 20,000 

 地域経済担い手育成事業 20,273 10,000 

人生を楽しみお互いを支え合うまちづくり 

 地域コミュニティ推進事業 163,289 32,000 

深さを持った「演劇のまち」づくり 

 豊岡演劇祭協同開催事業 30,299 3,000 

 文化芸術創造交流事業 5,986 4,000 

 城崎国際アートセンター事業 26,415 18,000 

その他（上記以外のまちづくり施策） 

 公共施設包括管理事業 293,860 121,000 

 

 

担当課名【環境経済課】（内線 2301） 

施策体系番号 3-1-7-4 
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№23 事業名 コウノトリ野生復帰 
2025 

年度 

予算額 

9,932 千円 

新規 

拡大 

継続 

 

１ 事業目的（趣旨） 

コウノトリと共生するまちづくりを市民と協働で推進し、地域への愛着を醸成すると

ともに、市民にとっても豊かで、より良い環境を創造する。 

 

２ 2025 年度予算 

⑴ 内  容 

放鳥20周年を機に、コウノトリ野生復帰のさらなる情報発信を行い、取組みを再評

価するとともに、コウノトリの郷公園全体（コウノトリ文化館、コウノトリ本舗含む）

の活性化を図る。 

ア コウノトリ放鳥 20 周年記念事業の開催 

 (ｱ) 生きものの木彫刻展と講演会、ワークショップの開催（６月 14 日（土）） 

      ※木彫刻展は６月 14 日（土）～22 日（日） 

 (ｲ) 放鳥 20 周年記念「コウノトリ感謝祭」の開催（10 月 18 日（土）、19 日（日）） 

 (ｳ) 放鳥 20 周年記念シンポジウム等の開催（10 月 19 日（日）） 

イ コウノトリ本舗の｢道の駅｣への登録準備 

(ｱ) 休憩機能、情報発信機能、地域連携機能の強化 

登録に必要な機能について国土交通省等と協議を進め、早期の登録を目指す。 

(ｲ) コウノトリ本舗横トイレの管理 

コウノトリ本舗横トイレを 24 時間利用可能なトイレとして管理する。 

ウ コウノトリの郷公園との連携 

県立コウノトリの郷公園が西公開ケージの展示方法を変更するにあたり、費用の

一部を負担する。 

 

⑵ 事業期間 

2025 年度 

 

⑶ 事業主体 

   豊岡市 

 

⑷ 予算額 

  9,932 千円 

ア コウノトリ放鳥20周年記念事業の開催         3,440千円 

イ コウノトリ本舗横トイレの管理             492千円 

ウ 県立コウノトリの郷公園西公開ケージの展示方法変更  6,000 千円 

 

 

 

 

 

担当課名【コウノトリ共生課】（内線 2341） 

施策体系番号 2-1-1-1 

木彫刻｢コウノトリの親子｣ 
（制作:はしもとみお） 

コウノトリ感謝祭(2024年 10月) 
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№24 事業名 
内水処理（市街地道路冠水対

策） 

2025 

年度 

予算額 

80,000 千円 

新規 

拡大 

継続 

 

１ 事業目的（趣旨） 

市街地に設置している道路排水ポンプの能力不足により道路冠水が頻発していること

から、ポンプ能力の増強や水路整備を行い、その軽減を図る。 

 

２ 全体の事業内容 

⑴ 内  容 

  ア 加広野田線 （仮）西花園ポンプ 

  イ 小田井上陰線（仮）若松町ポンプ 

 

⑵ 事業期間 

   2022 年度～2025 年度 

 

⑶ 事業主体 

   豊岡市 

 

⑷ 全体事業費（補助率・負担率等） 

153,534 千円（緊急自然災害防止対策事業債 100%） 

 

３ 2025 年度予算 

⑴ 予算額 

80,000 千円 

 

⑵ 事業内容 

  （仮）若松町ポンプ設備整備工事 １式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当課名【建設課】（内線 2421） 

施策体系番号 1-1-1-1 
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内水処理（市街地道路冠水対策事業）

市
道

加
広

野
田

線

P

P

2025年度
ポンプ設備

2024年度
ポンプ設備・立坑・圧送管

(市)上陰ポンプ

2.5m3/分×２台

P

(市)西花園ポンプ

0.5m3/分×１台

2025年度
立坑・圧送管

工事施工年度

完成箇所

2024年度

2025年度

(市)西花園ポンプ

6.0m3/分

(市)若松町ポンプ

3.5m3/分

80,000千円
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№25 事業名 
道路維持（道路構造物長寿命

化、大規模舗装修繕等） 

2025 

年度 

予算額 

85,700 千円 

新規 

拡大 

継続 

 

１ 事業目的（趣旨） 

市道における老朽化の著しい舗装及び側溝などについて、計画的に修繕及び改修を行

うことで、快適な生活環境、安全安心な道路環境を確保する。 

また、道路構造物点検結果に基づき計画的な補修を行うことにより、長寿命化を図る。 

 

２ 2025 年度予算 

⑴ 予算額 

85,700 千円（過疎債 100％、辺地債 100％、公適債 90％） 

 

⑵ 事業内容 

ア 道路構造物長寿命化 

栗山妙見線（断面補修等）L＝ 14ｍ 日高町観音寺地内 

 

イ 道路防災 

奥野線（道路補修）   L＝ 25ｍ 奥野地内 

 

ウ 側溝修繕 

木屋町磯ヶ谷線     L＝ 90ｍ    城崎町湯島地内 

東町区内線第６号    L＝ 51ｍ    竹野町竹野地内 

 

エ 大規模舗装修繕 

八木町線        L＝130ｍ    出石町田結庄外地内 

新川西線        L＝ 65ｍ    加広町地内 

森津一日市線      L＝270ｍ    森津外地内 

三坂納屋線       L＝410ｍ    九日市上町外地内 

西谷線         L＝100ｍ    城崎町飯谷地内 

大師山線        L＝200ｍ    城崎町湯島地内 

中畑山線        L＝200ｍ    但東町畑山地内 

中山太田線       L＝100ｍ    但東町中山外地内 

 

 

 

 

 

 

担当課名【建設課】（内線 2421） 

施策体系番号 3-2-3-3 
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道路維持：道路構造物長寿命化（栗山妙見線）

As

市道栗山妙見線

一級河川 観音寺川

4,300

標準断面図
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道路維持（道路防災）：奥野線

標準断面図

土留式自由勾配

300*1,100

L=25ｍ

土留式自由勾配

300*1,000

L=47ｍ

2,300

As

土留式自由勾配側溝300*1000,1100

工事施工年度
完成箇所
2025年度

2026年度以降
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道路維持（側溝修繕）：木屋町磯ヶ谷線

2025年度 自由勾配側溝L＝90.0m

標準断面図

2026年度以降 舗装本復旧A＝250.0m2
起点

終点

蓋板腐食

排水不良
(滞水)

排水不良
(滞水)

排水不良
(滞水)

×

×

×

×

工事施工年度
完成箇所
2025年度
2026年度以降

駐車場

墓地

5002,940

3,440
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2,800

道路維持（側溝修繕）：東町区内線第６号

工事施工年度
完成箇所
2025年度
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道路維持（大規模舗装修繕）：八木町線
標準断面図

切削オーバーレイ

全体延長 500ｍ

2023年度

L=140ｍ

2024年度

L=230ｍL=130ｍ

2025年度

工事施工年度
完成箇所
2025年度
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2025 市道新川西線

L=65m

道路維持（大規模舗装修繕）：新川西線 工事施工年度
完成箇所
2025年度

2026年度以降

L=65m
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道路維持（大規模舗装修繕）：森津一日市線

2021年度

L=130ｍ

2022年度

L=150ｍ

2
0
2
3
年

度

L
=
1
4
0
ｍ

2024年度

L=200ｍ

2
0
2
5
年
度

L
=
2
7
0
ｍ

標準断面図

8,050

工事施工年度
完成箇所
2025年度
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JAたじま本店

但馬ｺﾞﾙﾌｾﾝﾀｰ

勝妙寺

みくに公園

妙永寺

L=340ｍ,A=2,210㎡

2025年度

L=80ｍ,A=520㎡

2025年度

L=330ｍ,A=2,145㎡

道路維持（大規模舗装修繕）：三坂納屋線

標準断面図

工事施工年度
完成箇所
2025年度

2026年度以降

As

市道三坂納屋線

CL

1.5％ 1.5％

切削オーバーレイ t=5cm

6.50

区画線工(W=15cm,白) 区画線工(W=15cm,白)
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道路維持（大規模舗装修繕）：西谷線

2
0
2
5
年

度
1
0
0
ｍ

5
0
0
ｍ

3.5m

整備済

整備済
施工済

施工済

標準断面図

飯谷峠

全
体
施
工
延
⻑

7
0
0
ｍ

工事施工年度
完成箇所
2025年度
2026年度以降
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標準断面図道路維持（大規模舗装修繕）：大師山線

工事施工年度
完成箇所
2025年度
2026年度以降

城崎国際ｱｰﾄｾﾝﾀｰL=1,400m,A=4,200m2

2025年度施工分
L=200m,A=600m2

全体事業延⻑ L=1,600m

① ②

③①

②
③
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延長L=770m

道路維持（大規模舗装修繕）：中畑山線

L=200m
2025年度
L=200m

2024年度
L=200m

2026年度
L=40m

2023年度
L=140m

標準断面図

6000

L=600m
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市道中山太田線

2024年度
L=230m

標準断面図

L=300ｍ

総延長Ｌ＝1350ｍ

起点付近

L=350ｍ

道路維持（大規模舗装修繕）：中山太田線

2023年度 2022年度

2025年度
L=100m

工事施工年度
完成箇所
2025年度
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№26 事業名 雪害対策事業 
2025 

年度 

予算額 

533,429 千円 

新規 

拡大 

継続 

 

１ 事業目的（趣旨） 

  冬季の道路機能を維持するため、除雪作業や除雪機械の計画的な更新、消雪施設の維

持管理等を行い、降雪時の市道等の円滑な通行確保を図るとともに、補助制度の新設等

により将来の除雪事業者不足の解消に取り組む。 

 

２ 2025 年度予算 

⑴ 予算額（補助率・負担率等） 

   533,429 千円 

   国費（防災・安全交付金・2/3）    61,500 千円 

県費（国県道歩道除雪作業委託金）   4,204 千円 

緊急自然災害防止対策事業債（100％） 133,500 千円 

過疎対策事業債（100％）       32,500 千円 

光熱水費等使用者負担金         264 千円 

 

⑵ 内  容 

  ア 除雪機械の更新 

    除雪車両２台（４ｔ級及び８ｔ級）の更新 

イ 消雪装置の更新工事 

(ｱ) 東山一の湯線  （管路更新及び舗装） L＝300ｍ 

(ｲ) 竹野地区    （消雪ポンプ更新）  N＝２基 

(ｳ) 上町区内線第５号（消雪ノズル更新）  N＝40 箇所 

(ｴ) 小田井寿上陰線 （消雪散水管更新）  L＝100ｍ 

(ｵ) 赤崎江原線   （消雪工事舗装）   A＝5,300 ㎡ 

(ｶ) 赤崎江原線   （消雪井戸更新）   N＝１式 

  ウ 除雪業務 

   (ｱ) 消雪装置保守点検 N＝７件 

   (ｲ) 除雪作業委託   N＝95 件 

   (ｳ) 除雪対策支援業務 N＝１式 

   (ｴ) 除雪用重機借上  N＝14 台 

  エ 除雪機購入補助 

   (ｱ) 対象 自治会または地域コミュニティ組織 

(ｲ) 内容 除雪機の購入経費の2/3以内を補助（上限150万円/台） 

  オ 除雪機械運転資格取得補助 新規 

   (ｱ) 対象 本市に事業所を置く除雪事業者 

   (ｲ) 内容 除雪機械運転に必要な資格取得費用の 1/3 を補助（上限 20 万円/件） 

  カ その他経費 

    消雪装置等電気料金、除雪車点検・修繕料 他 

 

 

担当課名【建設課】（内線 2421） 

施策体系番号 3-2-3-4 

除雪作業の様子 
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市道東山一の湯線（管路更新及び舗装）

舗装ｸﾗｯｸ

水たまり

舗装工更新 2025年度 300ｍ

管路更新 2024年度 180ｍ 2025年度 130ｍ

消雪

晴天時

降雨時
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竹野地区（消雪ポンプ更新） 工事施工年度
完成箇所

2025年度以降
2026年度以降

51



市道上町区内線第５号（消雪ノズル更新）
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小田井寿上陰線（消雪散水管更新）

消雪散水管改修 L=100ｍ
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赤崎・江原線（消雪工事舗装）

工事施工年度
施工済箇所
2025年度

2022年度

L=340ｍ

2023年度

L=280ｍ

2024年度

L=150ｍ

2023年度

3号ﾎﾟﾝﾌﾟﾋﾟｯﾄ 2024年度

2号ﾎﾟﾝﾌﾟﾋﾟｯﾄ

2025年度 A=5,300m2（舗装復旧）

3,100 3,800

8,530
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市道赤崎・江原線(消雪井戸更新）

3号井戸
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	ア　活用予定事業　　　　　53事業　　800,000千円（充当額）
	イ　主な活用予定事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：千円）

